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インドネシアの水産養殖は小規模漁家を中心に1990年代から急速に発展してきた。中でも淡

水養殖が盛んなスマトラ島の西スマトラ州では、それまで主な魚種だった鯉よりも小骨が少

なくウイルスに強いナイルテラピアが2005年に導入された。これにより、地方市場の魚生産

量が増加するとともに地域の養殖業者の生活が向上してきた。しかし2008年頃から集約的養

殖に伴う水環境の変化が原因ともいわれるテラピアの大量死が湖での網いけす養殖で見ら

れ、漁家は淡水養殖を持続可能にするために、限られた資本をもとに、水環境への影響、市

場の不確実性、消費者の健康や気候変動といった問題にも対処する必要が出てきた。本研究

は、西スマトラ州で行われている淡水養殖の４つの方法（人工池による池中養殖、ため池養

殖、水田養殖、網いけす養殖）ごとに、生計アプローチで言う漁家の5つの資本（人的資本、

自然資本、物的資本、金融資本、社会資本）との関係を検討する一方、養殖方法による養殖

環境（水）への影響を検討し、方法ごとに集約的養殖を行う漁家の割合と特徴を明らかにす

るために多変量分析を行った。小規模淡水養殖を行う漁家216世帯をスノーボールサンプリ

ングで選んで対象とし、質問紙を用いた半構造化面接調査を行った。また池中養殖、ため池

養殖、水田養殖の3方法の（出荷前の成魚がいる）池から15（各方法5つの池）の排水サンプ

ルを取り、現場と実験室で一般水質を測定した。なお、網いけす養殖の水質については現地

のマニンジャウ湖を2003年以降モニターしているインドネシア科学研究所の資料を用いた。

その結果、漁家の多くが若く（平均年齢46.5歳）、世帯人数は4人以上だった。漁業経験年数

は池中養殖漁家が13年と他の養殖方法漁家より有意に長かった。5つの資本は、池中養殖漁

家は平均的なのに対し、ため池養殖漁家は人的資本が弱く、水田養 

殖漁家は自然資本と金融資本が弱く、また網いけす養殖漁家は自然資本が弱かった。水質で

は、すべての養殖池のCODと亜硝酸が安全基準を超えており、自家製鶏糞などではなく購入

するエサやプランクトンを増やす肥料を養殖場に使うことが水質汚染を引き起こす可能性

が示唆された。一方、網いけす養殖の湖は富栄養化しており、特に雨季の初めには水質変化

による魚の大量死が見られた。最も深刻な問題として、全ての養殖漁家で魚の飼料代があげ

られ、ため池養殖漁家ではため池を作る費用が挙げられた。また、網いけす養殖漁家では魚

の大量死や病気に対する関心に加えて、正しい養殖法の知識を得たいという人たちが多かっ

た。  

入出力変数を用いて漁家の特徴を多変量解析した結果、池中養殖の集約的漁家は 24％、ため

池養殖の集約的漁家は 31％だったが、水田養殖ではすべて半粗放的/粗放的で集約的漁家は

見られなかった。一方、全ての漁家（100％）が集約的養殖を行う網いけす養殖漁家の 5 つ

の資本に対して因子分析などの多変量解析を行った結果、網いけす養殖漁家は３つに分けら

れた。第１の「持続可能」グループ（37％)は養殖場へのアクセスが悪いが他の収入源がある

ため資本は適度にあり、魚が大量死することもほとんどなかった。彼らの生計活動を維持す

るためには、生産した魚の市場が拡大することが望まれた。第２の「失敗」グループ（20％)

は物的資本と金融資本へのアクセスは良いが自然資本は限られ、他の収入源もなかった。こ

のグループは魚生産の失敗や魚価の急落に弱かった。第３の「過養殖」グループ（43％）は

他の２グループより良好な資本を持つが、しばしば魚の大量死に見舞われていた。これを抑

えるために飼育時の魚密度を下げるなどの処置が不可欠と言える。 


